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充実空 洞 の研究(1)充 実空 洞 の組織 学

小 原 幸 信

京都大学結核研究所 第2部(名 誉教授 岩井孝義)

受 付 昭 和52年10月24日

1緒 言

肺結核症 に対す る化学療法 の最近 の進歩 と,こ れに伴

つて長足の発展 を遂 げた外科 的処置 によ り,切 除肺 によ

る結核 病巣 の検索 が可能 となつた。 この ことは レ線像 に

よる病巣の追求あ るいは喀痰 中の菌 所見等 の臨床的検索

と切除肺の病理組織学的所見 とを直 ちに比 較検討す るこ

とを可能 とし,結 核症の進展お よび治癒機転 に関す る研

究 の著明 な進展 を許す結果 を齎 した。 ここに述べ る充実

空洞 は,臨 床 と病理 の双方 よ り新 し く形 成 された概念 で

あ り,結 核病巣 の うちで注意せね ばな らぬ特殊 な立場 を

持 つてい る。本篇 ではまず充実空洞 の病理組織 学 を明 ら

かに し,次 いで篇 を追つてその成立機転,菌 の有無,石

灰化 の機構 を論 じ,最 後に臨床面 におけ る意義に及びた

い。

II言 葉 の 定 義

結核病理学 の研究 は,従 来剖検 とレ線像 との双 方よ り

な されて きた。 したがつて言葉 の使 用が適 当でな く,病

理組織 とレ線像 との双方 よ り,勝 手に定義 された言葉 が

混同 して使用 され,無 用の混乱 を招いた感が ある。 この

こ とは,レ 線陰影 と病理組織像 とを組合せ よ うとの努力

の結果 とは言い なが ら,学 問的 にはいずれかの立場で言

葉 の使用 を限定 してお く方が無難 であ る。われわれ が先

に行つた提案す なわ ち,乾 酪空洞,浄 化空洞,充 実空洞

等 の言葉 を,純 粋 に病理組織学上 の使 用に限定 したい意

向 を表わ したの もこのためであつた。

さて空洞 の経過 を レ線 的に追 求す ると,周 囲浸潤が萎

縮 して透 亮像が消失 した り,濃 厚陰影 を生 じて結核腫 と

化す場合が ある。 これ を空洞の濃縮 と呼び,虚 脱療法な

どに際 して よ く遭遇す る所見で ある。かか る経過の空洞

を剖検時や切除肺に認 める場合に は,臨 床 家 は こ れ を

"濃縮空洞insp{ssated cavity"と 呼んでい る。 しか し

microscopicに はこの言葉 を使 わない 。したが つて濃縮

空洞 とは,臨 床 的経過 を背後 に持 つ肉眼 的な病理所見 で

あ る。病理組織学 的には濃 縮空洞 の名を一切用 いないで

か つて空洞化 した ことの明 らかな病巣 の うち,病 理組織

学的になお空洞 を有 す る ものは,こ れを空洞壁 を構 成す

る組織 の性 状によ り 〃乾酪空洞","線 維性空洞,"浄 化

空洞〃等 に分 ち,空 洞が消失 して あとに壊死物質 を残 す

ものを"充 実空洞,壊 死物質 な く,全 く線維性 に組織

化 されてい る場合に"瘢痕"と 呼 ぶこ とを提案 した。なお

充実空洞 を"完 全充実"と"部 分充実"と に区別 して あ

るが,こ の点 は後に触れ るこ ととす る。

III検 索材料 および検 索方 法

京大結核研究 所,加 萬 川病 院,新 三 菱桂 病院へ 入院・

手術 した患者の切 除肺約110例 を検査材料 とした・患 者

はいずれ も1ヵ 年以上臨床的に レ線 経過 を観察 し,か つ

長期の化学療法 を うけてい る。化 学療法 と病巣 との関係

は別の機会に報告す ること として,こ こには必要な程度

に とどめてお く。

病巣 はいずれ も肉眼的 に検 した後,必 要部分 をパ ラ フ

ィン包埋 して切片 とし,次 の染色 を行 つた。

(1)ヘ マ トキ シ リン ・エオジ ン(H・E)染 色

(2)VanGiesonに よ る弾力線維膠原線維 同時染色

(3)Bieischowsky-Maresch氏 鍍銀 法の岡氏 変法

なお本篇で は論 じないが,必 要に応 じて結 核菌染 色,

石灰染色 その他 を行つた。可及的同一標本で検索す ると

い う意味で,連 続的 に相隣れ る切片 をそれ ぞれの染色 に

供 した。

IV検 索 成 績

a充 実空洞の組織学

組織切 片におい て被包乾酪巣 を検索す る場合に,そ の

組織構造 の上か ら2つ の ものを区別す るこ とがで きる。

す なわ ち,H・E染 色 では無構造 ともみえ る乾酪壊死巣

も,こ れ に弾力線維 あ るい は格子線維 の染色 を施す こ と

によつて,壊 死化 以前 の組織構造 を現 わす こ とは周知の

こ とであ るが,強 力か つ注意深 い染色 に もかか わ らず,

線維構造 の出 る壊死巣 と,出 ない壊死巣 とがあ るのであ

る。写真1は 前者に属 し,鑛 銀 染色によつて染 出 された

格子線維 が見事な肺胞構造 を示 してい る。 これは滲出性

の強い結核性肺炎が その まま壊死に陥つて成立 した,被

包乾酪巣で あ るこ とを物語つてい る。写真2は 弾力線維

が染 出 され てい るが,線 維 の配列 は正常 の肺胞構造 を示

さない。これは増殖性 の強 い結核結 節が壊死 して成立 し

た被 包乾酪巣 であ る。結核性炎 が肺炎 型を とる場合 には

初感染巣が好中球の線維素性肺炎であ ること を 除 い て

は,す べて剥離性肺炎の形 を とる もの と解 してよい。剥
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離性肺炎の肺胞内滲出細胞は,言 うまで もな く大 滲出細

胞 と呼ばれ る原形質に富む円形 細胞で,こ れが滲出単球

に由来 し,類 上皮細 胞に移 行す ることによ り,こ の乾 酪

性 肺炎 病巣 は,類 上皮 細胞 壊死巣 であ るとい うことがで

きる。また増 殖性結核結 節は,そ の うちに組織球 や線維

球 を混 ず るとはいえ,そ の主体 をなす ものが同 じく類 上

皮細 胞であ るこ とも明 らか であ る。したがつて以上2種

の病巣 は,そ の線維 構造 こそ異なれ,共 に類 上皮細胞壊

死巣 であ るとい う点で,軌 を1つ にしてい るのであ る。

写真3は 線維 構造 を現 わ さない被 包乾酪巣 を示 し,鍍 銀

染色 によ り病巣 周辺 の肺胞 および病巣被膜 の格 子線維 は

よ く染 出 されなが ら,壊 死巣 中にはい ささか の線維構造

も残存 しないのであ る。これは前2者 と全 く質 を異 にす

る病巣 であ るこ とを示 してお り,わ れわれがここに充 実

空 洞 と呼ぶ ものなので ある。

この充 実空洞 の形 成過程 は,以 下 に述べ る空洞 浮化磯

転 と関係があ る。乾酪巣 の空洞形 成は,目 的論 的に言 え

ば1つ の病巣 深化過程 であ る。乾酪壊死 に陥つた病巣 は

生体 に とつては異物 であ り,そ の被膜 よ り肉 芽 を 形 成

し,こ れを分画排 除しよ うとす る傾 向を有す る。空洞化

はその結果 なのであ るが,病 巣 に抑圧 され,逼 塞 してい

た結 核菌 に とつては,空 洞形成 はその抑 圧除去 に働 くも

の とな り,空 洞 壁乾酪巣 で旺盛 な菌 発育 が営 まれ るこ と

とな る。したがつて空洞 は異物排 除の浄化過程 を営 みな

が ら,一一方外 に対 しては排菌源 とな り,内 に対 しては形

成 された肉芽 を特殊化 して,さ らにこれを壊死 に陥 らし

め,か くて病巣拡大 の因をなして きたのであ る。近年有

効 な化学療 法が一般化 され ると共 に,空 洞 での菌増殖 の

過程 が抗生物 質によ り抑制 され,空 洞形 成はその本来 の

意 味であ る病巣 浄化 の過程 を,そ の表面 に現 わして きた

のであ る。 これが澤化空洞形 成の過 程であつて,そ の大

要 を写真4に よつて説 明 しよ う。写真 に示 した ものは"

浄化前期 の空洞″ と呼んでい るものであ る。か つては乾

酪巣 があつてそれが空洞化 し,継 続した刺戟 によつて写

真 にみ るよ うに厚 い被膜 が成立 してい る。化学療 法の結

果 この被膜 も特殊性 が失 われて,次 第 に線維化 され る傾

向を伺 うことがで きる。 この被膜 よ り空洞 内方に肉芽 が

形 成 されてい るが,こ れ も特殊性 を失 い,被 膜 よ り伸 び

て きた毛細 血管 が多数柵状 に併列 し,そ の先端 は網胞化

して異物排 除の分画線 を形 成し,好 中球 が無数 に滲 出し

て空洞 内に流 れてい る。この滲 出によ り異物が排除 され

空洞 よ りの刺戟が消失す ると滲 出は止 み,肉 芽が空洞 に

露拙 し,こ の 肉芽 も次第 に線維化 されて濃痕性 となる。

か くて写真5に み るよ うな"深 化空洞″ が形成 され るこ

ととな る。

充実 空洞は上述の深化空洞形 成の過程において,空 洞

内に滲出物が充満 して形 成 きれ る ものであ る。 したがつ

て充 実空洞の壊死 物質 は,乾 酪 巣の如 く類上 皮細胞壊死

巣 ではな く,空 洞 内滲 出物す なわち,好 中球 を主 とす る

細胞 成分 と線維素等 との混合物 であ り,膿 瘍 の成分 をな

す もの と同一 であ ると看做 す こ とがで きる。これによつ

て,類 上皮細胞 の壊死巣で あ る乾酪巣 と,好 中球壊死巣

で ある充実空洞 とで は,そ の構成成分の上か ら本質的 な

相違が あ り,さ らに線維成分に よる基礎構 造の有無に関

す る問題 も,そ の こ とあ るが当然 と理解 され る の で あ

る。充実空洞は一旦組 織の構造が破壊 され,排 除 されて

空洞 化 した ところに滲出物が充満 したのであ るか ら,充

実空洞 の被膜 をなす もとの空洞 壁 と,空 洞 充実部 との問

には何等組織 上の連絡 がないのであ る。加 えてかつての

空洞 の被膜 に深化 が進行 し,空 洞壁 に肉芽 が露出す るま

でに至つていた ものにおいては,充 実空洞 の形 成後 は,

被膜 と壊死 物質 との間に明 らかな境 界 を画す る状態 を伺

うことがで き,被 膜 の線維化 が進 行す ると,こ の ことは

さ らに明 らか とな る。 この ときには弾力線維,格 子線維

の染色 を施 さず とも,単 にH・E染 色 の標 本において さ

え充実空洞の確 認が容 易であ る(写 真6)。

以上の意味でわれわれは,類 上皮細胞壊死巣 を単に,

"乾 酪巣"と 呼び,こ れが一旦空洞化 した後 に空洞 内を

滲出物が充 してで きた壊死巣 を"充 実空洞"と して,組

織学上両 者を区別 して取扱 うこ とにしたのであ る。両者

を区別す ることは,上 述 の如 く一般 には容 易であ るが,

軟化融解巣 と称せ られ る ものの うちには,両 者いずれに

属 させ るべ きかその判断に迷 うものがあ る。従来軟化融

解巣 の名で呼ばれていた ものの うちには,わ れわれが言

う充実空洞 が これに含 まれてお り,こ れは問題を残 さな

い。その他に乾 酪巣 が軟化 し始 めた もの,融 解 した もの

があつて,こ の取扱が困難であ る。元 来乾 酪巣に滲出炎

が起 るときには,滲 出 した組 織液 に洗 われて乾 酪巣の融

解 を阻 げていた物理化 学的な因子が除去 されて,蛋 白分

解 酵素 の活性化 が起 り,壊 死 組織 の融解が起 る もの とさ

れてい る。事実滲 出開始 の当初には,組 織 の線維 構造を

残 してまず細 胞成分 が破 壊 され,線 維構造 で囲まれた無

構造組織(と 言 つて もここにはなお壊死 細胞の影をみ る

こ とがで きる)の 疎開が起 り,次 いで線維構造 が離断 さ

れて全体 として崩壊す る。この ときで も線維 物質 は,全

部 が一様 に消失す るのではな く,細 い線維 か ら次第 に消

失 して,気 管 や血管 壁をなす線維 の多い構造 が最後 まで

残 るのであ る。したがつて,こ れ ら線維 の豊富 な構造 を

残 しなが ら組織 は崩壊 してゆ くために,無 構造融解巣 の

中に,線 維構造 の破片 が無秩序 に散在 す るこ ととな る。

かか る所 見に遭遇す る場合,多 くは融解 した乾 酪物質 が

滲 出液 に押流 されて空洞 に流 れ去 る途中にあ る もの と解

釈 され ることが多いのであ る(写 真7)。

線維 構造 とは別になお1つ の充実空洞 を象徴す る組織

学的な所見が ある。 それは炭末 を貧喰 した組織球 の滲 出

で ある。被包乾酪巣の周辺では,組 織球が増殖 して盛ん
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に炭末 を貧喰 してい る像 を,肺 の切片標本で はよ くみか

け るこ とが で きる。被包乾酪巣が空洞化 し,被 膜 よ りの

滲 出が著明 にな ると,肉 芽 の間 を通つて組織 球が好中球

と共 に空洞 内に滲 出す る。充実空洞が形成 された後にお

いて も,壊 死 した組織に炭末 は残存 して,滲 出した組織

球の形骸 を留 め るので あ る。写真8は これ を示 した もの

で,充 実空洞 の壁 はなお細胞性が強 く,こ れ と接 した壊

死巣 内に炭末 をみ るこ とがで きる。か よ うに炭末の存在

か ら,か つての強い滲 出炎の跡 を辿 るこ とがで きるので

ある。

b充 実空洞 の分類

充実空洞は種 々な観 点か ら分類す ることがで きる。例

えば大 きさか らすれば直径 数mmよ り数cmま で,充 塞 物

の内容 か らす れば粘液,線 維素,細 胞成分等,ま た石灰

沈着,脱 水状態 の程 度その他種 々な相違が あ る。しか し

わ れわれが現在使用 してい る分類法 は,乾 酪巣残存 の程

度 と関連 させ た もので あ る。す なわち,乾 酪巣が ほ とん

ど完全 に除去 され,深 化 あ るい は浄化前期 の空洞 の状態

に至つて 成立 した充実空洞 を"完 全充実空洞"と 呼び,

これに対 し,な お一部に乾酪巣 を残 した まま充実 した も

の を"部 分充実空洞"と 呼びわけてい る。部 分充実空洞

とは"充 実部 を含む乾 酪巣"と い うの と同意義 であ り,

これ をさ らに"一 部 充実″ と"大 部 充実"の2つ に別 つ

ことが好都 合であ ると考 えてい る。

写真2は 先 に述べ た通 り増殖性 の結核結 節に由来す る

乾酪巣 であ るが,そ の一部 に無構造 の充 実空洞 をみ るこ

とがで きる。写真9は 滲 出性 の結核性 肺炎 に由来す る乾

酪巣 であつて,そ の鍍銀染色 を示 した ものであ るが,そ

の一半 は無構造 の充 実空洞 であ る。いず れ も部分充 実空

洞 に属す るもので,乾 酪巣 のか つての空洞 に接す る部分

では,そ の線維構造 の疎開 を伺 うこ とが で きる。写真10

は切片標本 の肉眼写真 であ り,存 在す る2個 の大 きい被

包乾酪巣 の うち1個 は完全 充実空洞,他 は部分充 実空洞

であつて,弾 力線維,膠 原線維 の同時染色 によつて,肉 眼

的に も後 者におけ る乾酪巣 の残存 を伺 うことがで きる。

c充 実空洞 の組織 学上の出現 頻度 と大 きさ

組織 学上認 め られ る充実空洞の頻度は,検 査方法の精

粗 に よつて大 きな差 異が齎 され ることは当然であ る。

表1

表1は,国 立宇 多野療養所において,香 川,吉 田氏 ら

の作製 した切除肺病巣の切片標本 を,著 者の もとで検討

して得 た成績 であ る。この成績 よ りして も,肉 眼的に被

包乾酪巣 として認め られ る病巣 の 、以上 に,充 実空洞 の

存在 す ることが明 らか となつたのであ る。表 に示 された

病巣 は,い ずれ も化学療 法によつて一応 治療 の 目標 に達

した と解せ られ る特殊 な病巣 のみを検査対 象 とした もの

であ る。遺残肺病巣(香 川)と は,レ 線写真 で病巣 の安

定化 が認 め られ,喀痰 中結核菌 の排 出の認 め られな くな

つた ものを指 し,目 標点到達病巣 とは,D'Esopoの 言 う

Targetpointを 最 も厳格 に解釈 して,レ 線像上病巣の安

定化,空 洞 の消失,喀痰 の頻回検査に よ り結核菌培養陰

性化 の確実 な ものを,遺 残肺病巣中 よ り厳選 した もので

あ る。 これ らの病巣 はいずれ も手術前の強力な化 学療法

に よ り,空 洞の治癒過程が促進 された もの と考 えること

がで きるが,切 除材料に よる検索では,表 の如 くなお雑

多な病巣 を含んでいた。 しか し化学療 法によ る空洞 の治

癒過 程の1つ として,充 実空洞 の形 成が大 きな地位 を占

め ることが明 らか となつた。

どれに対 し表2に 示さきれたこ病単 は.京 大結核研究 所そ

表2

の他で得 られた切 除肺を無選択 に検 討 した ものであ る。

この成績 においては,充 実空洞 は被包乾 酪巣 の約3/5にお

よび,先 の成績 よ り充実空洞 の占め る率が さ らに 大 き

い。 この成績 の差 異は検 査対 象の差 に基 くとす るよ りも

検査方法によ る もの とすべ きであ ろ う。すなわ ち,表2

の成績 は,表1の 成績 を得た後において,充 実空洞 の存

在 を探求す るために行つた検査成績 であ り,し たがつて

その検査が綿密 に行われて,小 さい充実空洞 も見逃 され

ていないか らで ある。表2に は病巣の大 きさを も併記 し

たが,注 意すべ きは1cm以 下の 小病巣に も比較的充実

空洞が多い こ とで ある。 これ は,乾 酪空洞が源化 しなが

ら次第 に縮小 して,終 には瘢痕性 に治 愈す るものの多い

うちに,そ の洋化過程 であ る程度 まで乾酪巣が,縮小した

ところで,そ の灌注気管支 の閉塞 が起 り易 いこ とを示 し

てい る ものであ る。

V総 括お よび考案

肺 の結核病巣 を検査 して,肉 眼的に彼包乾酪巣 として
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認 め られ る病巣 を,組 織学 的に乾酪巣 と充実空洞 とに分

類 した。乾 酪巣 とは,滲 出性あ るいは増 殖性の結 核病巣

が壊死に陥 り,乾 酪化 して生ず る病巣で,一 見無構造 と

もみ え る壊死巣 も,こ れに弾力線維や格子線維の染色 を

施す ことに よ り,壊 死化以前 の組織構造 を再現す ること

ので きるもので あ る。 これに対 し充実空洞 は,そ の壊死

巣 が全 く無構造 な もので,乾 酪巣が融解 し,組 織 は崩壊

して流 出し,一 旦空洞 を作 つた後,再 び空洞 内に滲 出物

を充満 させ ることによつて成立 した ものであ る。 このよ

うに,両 壊死巣 は全 くその成立過程 が異 な り,し たが つ

て病巣 の有す る意昧 も大 いに異 な るのであ るが,そ の区

別 は,上 述 のよ うに壊死巣 の線維構造 を染 出す ことによ

つてのみ明 らか に され るのであ る。線維構造 の研究 は,

膠原線維,弾 力線維,格 子線維 の染色 によつてな され て

い るが,結 核病巣 の染色 には,昔 よ り鍍銀染色 によ る格

子線維 の染色 が用い られ ることが多かつた。格 子線維 は

線維 の うち最 も微細 な ものであ り,膠 原線維9や弾 力線維

よ りも,よ り基礎 的な構造 と考 え られてい るか らであ る。

研究 の結果 によれば,滲 出性 の結核性病変 では格 子線維

は破壊 され,増 殖性 のそれでは増加 す るとい わ れ て い

る。ただ しこの ことは独 り結核性病 変に限 らず,多 くの

肺炎 に共 通す るものの如 くであ り,小 林氏(1924)2)の 研

究 では,急 性 肺炎で格 子線維 が退 行し,慢 性 の ものでは

増 殖が起 ることが示 されてい る。岡氏(1924)5)は 肺に限

らず,広 く全身 の結 核性病 変について格 子線維 の変化 を

検索 し,線 維 の染 出様式 には一定 の秩序のあ ることを示

してい る他に,乾 酪巣 では徐 々に鍍銀性 が失 われ,彌 漫

性 に黒褐色に染 る粒 状物 となつて染 出 され ることを述べ

てい る。西川氏(1924)4の 研究によれば,滲 出性 病変で

は新生 した銀線維 は直 ちに破 壊 され,滲 出液 が吸収 され

て細胞性 となつた とき,そ の細胞壊死 と共 に肺胞壁の血

管 よ り銀線維 が新生 して肺胞を満すに至 るのであ るが,

この銀線維 も乾 酪変性 と共 に消失 す ることが明 らかに さ

れてい る。筒井氏(1942)5)も 大体 同様 の所 見 を述 べ,炎

症 の滲 出性 と増 殖性 とは,銀 線維 が願粒 状であ るか線維

状 であ るかによつて区別 で きるといつてい るが,乾 酪巣

はその形 成初期 に銀顎粒 を有 してお り,被 包化 が起つて

後 初めて銀線維 の新生 があ ると,こ のあた り多少異なつ

た意見 を提 出してい る。以 上先 人の業績 を,わ れわれの

検索 成績 に比較 してみ ると,多 少病 巣の進展過程 の把 握

に混 乱があ る如 く窺 われ る。それをい ちい ち指 摘す る労

を省 略 して直 ちにわれわれの見解 を述べてお く。

結核 病変は,滲 出処 と増 殖推 のいずれかに従 つて発現

す る。ただ し病巣発現の過程 を注意 して探 索す ると,両

者の間 にあ る種の移行 をみ ることがで きる。写真11―14

は それ を示 した ものであ る。写真質では漿液性の滲 出物

が糊 包を満 し,滲 出細胞が肥大 あるいは破 壊 されて,こ

れに混在 してい る。写 真櫨では細胞成分が増加 し,大 滲

出細胞が肺 胞を満 した剥離性肺炎 の形 であ る。両者共 に

肺胞 壁の構造 はよ く保存 され,ご く一部 に肺胞壁 内での

細胞 の集積 と,そ の部 におけ る銀線維 の増加 を認 め るこ

とが で きる。写真13は 剥離性肺 炎病巣 がそのまま繁殖性

とい う病 型に移行す ると ころであつて,銀 線維 が肺胞壁

か ら僅 かに肺胞 内の細胞 間に侵 入し始 めてい る。写真14

は次第 に増 殖性性格 を明 らかに しかけた ところであつて

肺胞内を充 した細胞間に好銀線維 の形 成をみ ることがで

きる。以上はいずれ もなお壊死 に陥 らぬ組織 での所 見で

あ るが,写 真15,16は いずれ も乾 酪壊死 部の好銀線維 を

示 した ものであ る。写真15は 剥離性 肺炎で,肺 胞内に線

維 の増殖 をみない と きに壊死 した ものであ り,写 真16に

示 した ものでは,肺 胞内に小線維 の構 造 をみ ることがで

きる。なお後者では,一 部に銀 線維 の崩壊 を推察 させ る

像 をみ ることがで きる。従来壊死に よる線 維構造の崩壊

は,乾 酪巣で は既定の事実で あるか の如 く取扱つた文献

が多い ので あるが,わ れわれの検索では,反 対 に乾酪壊

死で は線維構造 は比較的 よ く保存 され るとい う結論 を得

た。Puh1(1922)6)の 示 した初感染巣の論文 を挙げ るまで

もな く,旧 い乾酪巣 に もなお よ く線維構造が保 たれ るの

で あつて,乾 酪化 の過程で線維が融解 され ることは,も

しあ りとす るも比較的微小 な線維 のみで あ り,大 きい線

維構造が失われ ることはない ので あ る。動物実験で は,

乾酪壊死部 に線維構造 の消失 を認 め ることが あ り,こ の

ためまた壊死部 の軟化 を きたし易い ものと推 察 さ れ る

が,人 におい ては,乾 酪巣に軟化融解機転が及 んで,初

めて線維 の分解が起 る。 このと きで も,微 細 な線維が消

失 して も,大 きい線維 は膨化 し断裂す るのみで,そ のま

ま滲 出液 に押流 され て排 出され る場合が 多い。 したがつ

て空洞形成 の始 めには,空 洞壁 の滲 出路 に沿 つて線維構

造 の破壊 を証 明し,次 第 に空洞化 が完 成 され てゆ く状態

を窺 うことが で きる。乾酪巣 が被包化 され る場合 には,

その被膜 に銀線維 の新生 が著 明であ るが,乾 酪巣 が空洞

化 され ると きにはその被膜 は さらに顕著 な ものとな る。

それ は被膜 よ り空洞 内に向 つての滲 出が増加す ることに

よ り,被 膜 に肉芽 の増殖が行 われ るか らであ る。 この肉

芽 の新生 と共 に被膜 の肉芽 は空洞 面に進展 し,こ れ と共

に線維 の増殖 も旺盛 であ る。空洞 の灌注気管支 が閉塞す

ると,空 洞 内には滲 出物が充満 し,充 実空洞 を 形 成す

る。 このと き空洞 内に充満 した滲 出物 は,好 中球 を主 と

す る細胞 成分 で,こ れに炭末 を貧喰 した組織球 その他 が

混在す る。空洞壁 になお乾酪巣 を残す部分充実空洞 の場

合 には,線 維構造 の明 らか な壊死部 に加 えて,線 維 構造

のない滲出物充満部があ り,後 者の うちには前者に由来

す る線維 成分の離 断破 片 をみ ること もあ る。空洞 壁に乾

酪巣 を残 さぬ完 全充実空洞 では,壊 死 物はすべて滲出物

よ り成 るため線維構造 を示す ことな く,そ の被膜は肉芽

層 よ りな るため継維 が密 に存在 し,時 間の経過 と共に線
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維 は硝子様 物を沈着 して膨化 し,い わゆ る硝 子化 を示す

こととな る。 このよ うに,同 じ壊死巣 の うちに も乾酪巣

と充実空洞 とはその線維 購造 が異 な るのであつて,先 人

の成績 では,両 者 が混 同して併列 され,線 維構造 の消失

を時間 の経過に従 う壊死進行 の程度 にのみ責 を負 わせ よ

うとしてい るか の如 くで あ る。

乾酪巣 と充実空洞 を組織学的 に区別す ることは,単 に

壊死進行 の過程に関す る問題 の混乱 を解 くば か りで な

く,続 篇に述べ るよ うに,病 巣の結核菌,石 灰化等に大

きな差異のあ ることを知 るのであつて,こ れに関連 して

錯雑 した問 題を解決す る手懸 を提供 す ることと もな るの

であ る。したがつて充実空洞 の出現頻 度の問題 は,等 閑

にで きない ところで あつて,組 織学 的に注意 して検討す

れ ば,被 包乾酪巣の うち40%の 多 きに亘つて,充 実空洞

に直接 関係あ る病巣 が出現 す ることが判明 した。われわ

れは充 実空洞 な るものの存在 を認識す ることが,結 核病

巣探求 の上に極 めて重要で あ ることを知 つたので あ るが

まず ここには組織学上,乾 酪巣 と充実空洞 との差異 を明

らか にした次第 であ る。

VI結 論

われわれは肺の被 包乾酪巣 と呼ばれてい る壊死巣 を組

織 学的に検索 して,こ れ を乾 酪巣 と充実空洞に別つ こと

を提案 したが,両 者 の差異 は次 の如 くであ る。す なわ ち

1)乾 酪巣 は類上皮細胞 を主 とす る結核病 変の壊死巣 で

あ るが,充 実空洞 は一旦 これが崩壊流 出して空洞化 した

後,そ の欠損部 に滲出物が充満 して成立 した も の で あ

る。 したがつて同 じく無 構造 とみ える壊死巣 も,2)乾

酪巣 では壊死 に先 立つ滲出性あ るいは増 殖性の結核性変

化 を示 す線維 構造 を染 出す ことがで きるに反 し,充 実空

洞 では壊死部 に何等線維構造 を有 しない 。 これ らの区別

の他に,3)空 洞壁になお乾酪巣 を残 した ままで充実 し

た部分充実空洞 では,線 維構 造のあ る部 とない部が同一

病巣 中に混在 す るために,こ れが結核病 変の壊死進 行過

程 に関す る問題 の混乱 を起す原 因 とな り易い。4)最 後

に 出現頻 度を調べ ると,被 包乾酪巣157例 中,完 全充実

空洞13例,部 分充実空洞51例 で,両 者合 して64例(40%)

の多 きに達 し,両 病巣の区別 をお ろそか にす ることので

きない ことを知つたのであ る。

(附記)本 研究 のためには,文 部省科学研突費 の援 助を

受 けた。また安平 公夫博士 には,研 究 の指導 と論文 校閲

の労 をと られ た。附記 して感謝 の意 を表 します 。
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〔写 真 説 明〕

1.乾 酪巣 。剥離性 肺炎 がそのまま乾 酪壊死 し,被 包化

された もので,壊 死巣内に もとの肺胞壁 を示す線維構

造 がそのまま残存(鍍 銀染色)。

2.乾 酪巣 。増 殖性結 節が壊死化 した もので,壊 死部 に

膠原線維 や弾力線維 の不規 則な配列が ある。な お左上

は充実空洞 を示す―部分充実空洞一(Eiasticavan

Ceson染 色)。

3.充 実空洞(完 全)。 病巣 周辺には 密 な 格 子綜維被膜

が あ り,内 部 には全 く線維 は存在 しない(鍍 銀 染色)。

4.浄 化前期 の空洞 。肉芽層 が空洞 に露 出 し,増 殖 した

血管 よ り強い細胞滲 出を認 め る(H・E染 色)。

5.深 化空洞。線維化 した肉芽が空洞壁 を形成(H・E

染色)。

6.充 実空洞。壊死部 と被膜 との間に は明確 な境界が あ

る(H・E染 色)。

7.充 実空洞。崩壊 した銀線維 が無 秩序に残存 してい る

(鍍銀染色)。

8.充 実空洞。壊死巣 内には炭末 を含んだ組 織球 の形候

が あ り,こ の部でかつて強い滲出があつた ことを示す

(H・E染 色)。

9.部 分充実空洞 。左方 は乾酪巣 であ り,右 方 は充実空

洞(鍍 銀染色)。

10.充 実空洞。左方 の病巣 は部分充実空洞。右方 は完全

充実空洞(切 片標 本の肉眼写真,E1astica van Gieson

染色)。

れ.漿 液性 肺炎 。肺胞内へ の強い漿液性 滲出がみ られ る

(鍍銀染色)。

12.剥 離性肺炎。肺胞 は大滲 出性細 胞で充満(鍍 銀染色)。

13.剥 離性肺炎 よ り増殖性への移行。銀線維 は僅か では

あ るが肺胞壁 よ り細胞問へ侵 入 してい る(鍍 銀染色)。

14.増 殖性変化 。増 殖 した細胞間に銀線維 が形成 されて

い る(鍍 銀染 色)。

15.乾 酪壊死巣 。写真12に 示 した如 き剥割性 肺炎 か ら直

ちに乾酪壊死 した もの。内部へ の銀線維 の増殖 はない

(鍍銀染色)。

露.乾 酪壊死巣 。写真14に 示 した如 き増殖骨 となつた後

に乾酪壊死 した もの(鍍 銀染色)。
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